
２回生 必修教科「数学」授業のシラバス 
教科名 数学 科目名  単位数 １４０ 時間 

科目の 
目標 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり身に付けよう。 
（１）数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈し

たり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けよう。 
（２）数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な

表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けよう。 

（３）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程
を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付けよう。 

教科書 未来へひろがる数学２（啓林館） 

未来へひろがる数学３（啓林館） 

副教材 ＳＴＥＰ演習中学数学２（数研出版） 

ＳＴＥＰ演習中学数学３（数研出版） 

１ 学習の目標 

（１）文字を用いた式と連立二元一次方程式、平面図形と数学的な推論、一次関数、データの分布と確率などについての基礎的な概念や原 
   理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けよ 

う。 

（２）文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力、数学的な推論の過程に着目し、図形の性質や関係を論理的に考察し表現する力、 
関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、複数の集団のデータの分布に着目し、その傾向を比 
較して読み取り批判的に考察して判断したり、不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする力を身に付けよう。 

（３）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って 
評価・改善しようとする態度、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとする態度を身に付けよう。 

２ 学習の方法 

（１）授業について 
「考える」「対話する」「発言する」「聞く」「書く」「問題を解く」など、取り組むべき活動を理解して、授業を受けよう。 

（２）復習と宿題について 

「ＳＴＥＰ演習」に、毎日継続して取り組もう。間違えた理由をはっきりさせよう。わからない問題は、教科書をもう一度読み直した 
り、先生や友人に質問したりして解決しよう。 

〈学習アドバイス〉 
○学習の基本は授業です。常に真剣な気持ちで取り組んでください。そして予習→授業→復習のサイクルが大切にしてください。 
○数学では、「なぜそうなるのか」といった論理を理解しないといけません。日々の授業で「わかった」と感じるためには、その前後にじ

っくり考えるための時間が必要です。予習をやった上で授業に臨むと、理解度が違います。授業は 1 回目の復習です。さらに、授業で
理解できなかったところを友人に聞いたり先生に質問して理解するようにしたり、もう一度自分で考えてみて理解しましょう。 

○数学の勉強では、答えを眺めてわかったつもりになっていても、実際に問題を解くと解けないこと（書けないこと）がよくあります。必

ずノートにきちんと計算したり図を描いたりしながら解いていきましょう。 

３ 評価について 
（１）評価の観点 

観 点 趣 旨 

①知識・技能 

文字を用いた式と連立二元一次方程式、平面図形と数学的な推論、一次関数、データの分布と確率などについての
基礎的な概念や原理・法則などを理解しよう。 

事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けよう。 
（原理・法則を理解し、それを適切に用いて、問題を解決できたかを評価します。） 

②思考・判断・表現 

文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力、数学的な推論の過程に着目し、図形の性質や関係を論理的に考

察し表現する力、関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、複数の集団のデ
ータの分布に着目し、その傾向を比較して読み取り批判的に考察して判断したり、不確定な事象の起こりやすさに
ついて考察したりする力を身に付けよう。 

（応用問題などを論理的に考え、考えたことを適切に表現して解決できたかを評価します。） 

③主体的に学習に取
り組む態度 

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過

程を振り返って評価・改善しようとしたり、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとしたりしよう。 
（授業に対する取組姿勢や粘り強さ等を評価します。） 

（２）評価の方法（以下観点①～③は「（１）評価の観点」と対応する） 

評価材料  
観点 

定期 
考査 

単元 
ﾃｽﾄ 

小 
ﾃｽﾄ 

実技 
実習 

発言
発表 

作品 
レポ 
―ト 

ﾉｰﾄ 
ワーク
シート 

討議    
 

①知識・技能 ◎ ○ ○  ○    ○      

②思考・判断・表現 ◎ ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○     

③主体的に学習に取り組む態度     ○  ○ ○ ○ ○     

〇各章の学習を終えたら「単元テスト」を実施します。基本問題を出題します。 

〇年に４回の「定期考査」があります。長期休業明けには「課題確認テスト」があります。 

■本校で目指す生徒像と身につける資質・能力 

高い知性 豊かな人間性 健康な心身 郷土愛と国際性 

探求心 情報活用力 調整力 

自律心 寛容さ 感受性 
生命尊 

重の心 

強くし

なやか

な心身 

日本人

として

の誇り 

多様性 

の尊重 
関心 

・意欲 

問題 

発見力 

情報 

収集力 

論理的 

思考力 

共感的 

態度 

意見交換 

・調整力 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ 
課題に関

心を持ち、

問題発見・

解決へ向

けて意欲

的に取り

組むこと

ができる。 

生じてい

る問題や

今後生じ

うる問題

について

理解し、解

決方法を

提案する

ことがで

きる。 

多様な視

点から必

要な情報

を収集し、

整理・分析

して、意見

に結びつ

けること

ができる 

事象や関

係を把握

し、多様な

情報を整

理・分析

し、論理的

に思考す

ることが

できる 

相手の感

情、思考、

行動を理

解し、共感

を示すこ

とができ

る。 

他者の主

張を理解

し、自分の

主張と調

整し、互い

に納得で

きる結論

を得るこ

とができ

る。 

強い意志

をもち、周

囲に流さ

れること

なく、困難

に立ち向

かうこと

ができる。 

異なる価

値観や多

様な特質

を理解し、

尊重しな

がら、互い

を高め合

うことが

できる。 

有形無形

の美や自

然に対し、

その価値

を素直に

受け止め

ることが

できる。 

命の尊さ

と健康の

大切さを

理解し、何

より自他

の生命を

尊重する

ことがで

きる。 

困難に負

けない強

い心と体

をもち、あ

らゆる課

題に対し

て柔軟な

対応がで

きる。 

郷土に対

する深い

理解と愛

着をもち、

日本のよ

さを伝え

ることが

できる。 

世界の多

様性を理

解し、多面

的・多角的

な視野か

ら他者と

接するこ

とができ

る。 

 



４ 授業計画   ※【知識・技能】→①、【思考・判断・表現】→②、【主体的に学習に取り組む態度】→③  
※授業内容を前倒しで行う場合があります。 
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第２章 連立方程式（１7） 
第１節 連立方程式   

  連立方程式とその解 
連立方程式の解き方 

第 2節 連立方程式の利用 
  連立方程式の利用 

 
 
 
第３章 一次関数（23） 
第１節 一次関数とグラフ 

  一次関数 
一次関数の値の変化 

  一次関数のグラフ 
  一次関数の式を求めること 
第２節 一次関数と方程式 

  方程式とグラフ 
連立方程式とグラフ 

 第３節 一次関数の利用 
  一次関数の利用 

 
 
第４章 図形の調べ方（１9） 
第１節 平行と合同  

  角と平行線 
多角形の角 

  三角形の合同 
第２節 証明 

  証明とそのしくみ 
  合同条件を使った証明の進め方 

 
 
第５章 図形の性質と証明（２1） 
第１節 三角形  

  二等辺三角形 
  直角三角形の合同 
第２節 四角形 

  平行四辺形の性質 
平行四辺形になる条件 
長方形、ひし形、正方形 

  平行線と面積  
 

 
 
第６章 場合の数と確率（１6） 
第１節 場合の数と確率   
確率の意味 
確率の求め方 

 
 
 
 
 
第７章 箱ひげ図とデータの活用（9）第
１節 箱ひげ図 

 
 
 
 
 
第１章 式の展開と因数分解（１９） 
第１節 式の展開と因数分解  

  式の乗法、除法 
乗法の公式 
素因数分解 
因数分解 

第２節 式の計算の利用 
  式の計算の利用  

 
 
第２章 平方根（１6） 
第１節 平方根  

  平方根 
  平方根の値 
  有理数と無理数 
第２節 根号をふくむ式の計算 
根号をふくむ式の乗法、除法 
根号をふくむ式の計算   

 

２つの文字を含む等式から文字の値が求
められることを知るとともに、連立二元
一次方程式の必要性と意味、その解の意
味を理解する。また、連立二元一次方程
式の解法を理解し、習熟するとともに、
問題解決の場面で連立二元一次方程式を
活用することができるようにする。 
 
 
一次関数の意味を理解し、身のまわりの
事象の中から、一次関数とみられるもの
を見つけることができるようにするとと
もに、一次関数の特徴を理解し、グラフ
がかけるようにする。また、直線の式が
求められるようにするとともに、一次関
数のグラフと二元一次方程式のグラフと
の関係や連立方程式の解とグラフとの関
係を明らかにする。さらに、具体的な事
象を一次関数とみなし、問題解決に利用
できるようにする。 
 
 
対頂角の性質、平行線と角の関係につい
て調べるとともに、三角形の内角の和に
ついて調べ、それをもとにして多角形の
角について調べる。また、三角形の合同
条件などを明らかにし、「証明」すること
の意義としくみを理解する。さらに、平
行線と角の関係や三角形の合同条件を根
拠にした証明の進め方や図形の性質の調
べ方について理解する。 
 
三角形の合同条件を使って、二等辺三角
形の性質を証明し、図形の性質の調べ方
を理解するとともに、直角三角形の合同
条件を導き、その使い方を理解する。ま
た、平行四辺形の性質や平行四辺形にな
る条件について理解し、長方形、ひし形、
正方形と平行四辺形の関係、平行線によ
る等積変形などについて理解する。 
 
 
 
 
確率の必要性と意味を理解し、簡単な場
合について確率を求めることができるよ
うにするとともに、確率を用いて不確定
な事象をとらえ説明する。 
 
 
 
 
 
四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を
理解するとともに、これらを用いてデー
タの分布の傾向を比較して読み取り、批
判的に考察し判断する。 
 
 
 
単項式と多項式の乗法、および、多項式
を単項式でわる除法の計算ができるよう
にするとともに、簡単な一次式どうしの
乗法の計算、および、公式を用いた式の
展開や因数分解ができるようにする。ま
た、式の展開や因数分解を利用して、数
量の関係や図形の性質をとらえ説明でき
るようにする。 
 
 
数の平方根の意味を理解し、近似値を求
めることができるようにするとともに、
数の平方根の中には有理数でないものが
あることを知り、いろいろな数を数直線
上に表したり、小数で分類したりするこ
とを通して、有理数、無理数についての
理解を深める。根号を含む簡単な式の計
算や変形ができるようにする。 

①加減法や代入法によって、連立方程式
を手際よく解くことができ、加減法、代入
法の意味と加減法、代入法の共通点や相
違点について理解している。②連立方程
式を利用して問題を解決し、その過程を
振り返って考えることができる。③数学
を生活や学習に生かそうとする態度が身
についている。 
 
①一次関数の変化の割合や式を手際よく
求めることができるとともに、グラフを
工夫してかくことができ、一次関数の意
味を理解し、比例や反比例との関係や違
いについても理解している。②年で学習
した比例の関係は、一次関数の特別な場
合であるとみることができ、比例も一次
関数も関数であるとみることができる。
③多面的に捉え考えようとする態度が身
についている。 
 
 
 
①三角形の内角や外角を求めたり、多角
形の内角の和・外角の和などを工夫して
求めたりすることができ、対頂角、同位
角、錯角の意味を理解し、対頂角の性質、
平行線の性質、平行線になる条件とその
違いについて理解している。②三角形の
合同条件を使って証明する手順を明らか
にすることができる。③多面的に捉え考
えようとする態度が身についている。 
 
①平行四辺形の定義や性質を、記号を用
いて表したり、手際よく辺の長さや角の
大きさを求めたりすることができ、定義、
頂角、底辺、底角、定理、逆の意味を十分
に理解している。 
②三角形の合同条件をもとにして、直角
三角形の合同条件を導くとともに平行四
辺形の性質を理解し、それを使って図形
の性質を証明することができる。③問題
解決の過程を振り返って検討しようとす
る態度が身についている。 
 
①確率を正しく求めるとともに、同様に
確からしいことの意味、確率の求め方と
その手順、確率の範囲について理解して
いる。②いろいろな事象について、樹形図
や表などを用いて確率を求め、判断に生
かすことができる。③数学を生活や学習
に生かそうとする態度が身についてい
る。 
 
①四分位数を求めたり箱ひげ図をかくこ
とができ、それらの意味や必要性につい
て理解している。②四分位範囲や箱ひげ
図を用いて批判的に考察し判断すること
ができる。③数学を生活や学習に生かそ
うとする態度が身についている。 
 
①公式を使って、手際よく展開や因数分
解することができ、乗法の公式を理解し
ている。②具体的な場面で、式の意味をよ
みとったり、式を目的に応じて変形した
りして、数量の関係や図形の性質をとら
え説明することができる。③数学的活動
の楽しさや数学の良さに気づいて粘り強
く考えている。  
 
 
①根号をふくむ式の和と差や、根号をふ
くむ式の積の計算が手際よくでき、有理
数と無理数の意味とその性質や違いにつ
いて十分に理解している。②平方根の近
似値を見当付けたり、近似値の求め方を
考えたりすることができる。③数学的活
動の楽しさや数学の良さに気づいて粘り
強く考えている。 
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１学期中間考査 
 
 
 
 
 
 
夏休み明けテスト 
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